
TOYOTA GAZOO Racing FESTIVAL 2016
キッズ記者体験

記者：小谷野　えれな　（小学４年生）

１．中島一貴選手にインタビュー！！
　Ｑ１． ドライバーになったきっかけは？

Ａ１． お父さんの影響もあり、小さい頃からレースを見ることが好きだった。

Ｑ２． 車の運転以外に得意なものは？
Ａ２． 得意ではないが、スポーツ（野球、サッカー、ゴルフなど）が好き。

勉強では体育と社会（歴史も）が好き。だけど算数が苦手だった（小学生の頃）。

Ｑ３． あこがれのドライバーは？
Ａ３． お父さん？（苦笑）。あこがれではないけど、Ｆ１時代にミハエル・シューマッハを目標としていた。

Ｑ４． 今までの最高速度は何キロ？
Ａ４． ３４０～３５０キロかな？（ル・マンとＦ１の時に）　ただ、スピードは重要ではない。車にも表示が無い。

２．ＺＥＮＴセルモＲＣＦのメカニック担当＆立川祐路選手にインタビュー！！
　はじめに、メカニックにインタビュー！！

Ｑ１． この車はいくつの部品でできている？
Ａ１． ネジ（小さい）まで含めたら１，０００個以上かな？詳しくはわからないが、そのくらい多い。

Ｑ２． どんなレースが楽しかったか？
Ａ２． 勿論、優勝した時であるが、それ以上に車が壊れなかったことがほっとしてうれしい。

　次に、立川祐路選手にインタビュー！！
Ｑ１． ドライバーになったきっかけは？
Ａ１． 小学生の時に車のレースをテレビで視て、格好良くてドライバーになりたいと思ったから

Ｑ２． 練習はどうしているのか？
Ａ２． いつも練習をしている

Ｑ３． 好きなサーキットはどこ？
Ａ４． 富士スピードウェイ

３．感想
　記者体験は初めてで、とても緊張した。だけど、他の小学生達がインタビューしていたから、
私も頑張ろうとおもって質問したら、ドライバーの人が笑顔で答えてくれたのでとてもうれしかったです。
　二人ともとても格好良かったです。
　また、次回も来て、今度はアナウンサーに選ばれたいです。


